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館
報

《マジョリカ壺の薔薇》
（1962年 41.7×26.0㎝）

中川一政愛用品
マジョリカ陶器　色絵騎士図壺

（φ10.8×H20.2㎝　16～17世紀）

それから神戸へ行った時、丈七寸ばかり、マジョリカ壺を買った。（中略）騎士の顔が丸い輪
廓の中にかいてある。これを何枚か描いた。

－「陶器について」『うちには猛犬がゐる』1963年　筑摩書房より



冬
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
画
と
書 

―
生
き
た
線
の
力
―
」

会
期
：
12
月
3
日
～
令
和
8
年
3
月
1
日

中
川
一
政
の
絵
画
や
書
の
表
現
に
共
通
す
る
の
は
、

力
強
く
生
き
生
き
と
し
た
線
で
す
。

一
政
は
、
一
筆
で
表
現
で
き
た
ら
再
び
筆
を
重
ね
る

必
要
は
な
い
と
の
考
え
の
も
と
、
一
筆
一
筆
を
大
切
に

作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
絵
筆
や
書
の
筆
遣
い
を
剣

術
の
刀
に
重
ね
、
最
初
の
一
太
刀
で
勝
負
を
決
す
る
真

剣
勝
負
の
気
概
で
描
い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
姿
勢

は
、
洋
の
東
西
を
越
え
て
見
る
も
の
に
伝
わ
り
、
生
前

パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
は
、
彼
の
描
く
油
彩
画

の
線
に
書
道
や
武
道
の
気
合
を
見
出
し
た
人
も
い
た
と

伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
気
合
が
、
線
の
力
強
さ
や
生
命
感

を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

ど
の
一
筆
も
、
揺
る
ぎ
な
く
そ
こ
に
存
在
し
、
画
や

書
の
骨
格
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
生
涯
を
か

け
て
“
生
き
て
い
る
画
”
を
追
求
し
た
一
政
の
画
を
支

え
た
の
は
、
や
り
直
し
は
な
い
と
い
う
気
合
が
生
ん
だ

“
生
き
た
線
”
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

本
展
で
は
こ

う
し
た
生
き
た

線
の
力
に
着
目

し
、
絵
画
や

デ
ッ
サ
ン
、
書

な
ど
を
展
観
し

ま
し
た
。

◇
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等

講
座
「
中
川
一
政
文
集
を
読
む 

―
『
近
く
の
顔
』
―
」

開
催
日
：�

6
月
21
日
、
8
月
16
日
、
10
月
18
日
、

12
月
20
日
、
令
和
8
年
2
月
21
日　

全
5
回

中
川
一
政
の
著
作
を
と
お
し
て
彼
の
思
想
や
生
き
方

に
迫
る
文
集
通
読
会
で
す
。
今
年
度
は
、『
近
く
の
顔
』

（
1
9
6
7
年 

中
央
公
論
美
術
出
版
）
を
通
読
し
ま
し
た
。

本
書
に
は
、
一
政
の
画
の
仲

間
や
友
人
、
家
族
な
ど
身
近
な

人
に
つ
い
て
書
い
た
人
物
記
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
文
章
か
ら
は
、
同
時
代
を

生
き
た
人
々
の
姿
が
生
き
生
き

と
浮
か
び
上
が
る
と
同
時
に
、

一
政
自
身
の
芸
術
論
や
生
き
ざ

ま
も
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

（
参
加
者
：
の
べ
52
名
）

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
を
描
い
て
み
よ
う
」

開
催
日
：
7
月
26 

・
27
日

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
油
絵
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
毎
年
好
評
の
た
め
本
年
よ

り
2
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
美

術
館
で
の
作
品
鑑
賞
の
後
、
市

民
工
房
う
る
わ
し
に
て
絵
を
実

作
。
薔
薇
や
向
日
葵
、
マ
ジ
ョ

リ
カ
壺
や
果
物
と
い
っ
た
中
川

一
政
が
好
ん
で
描
い
た
も
の
を

モ
チ
ー
フ
に
、
思
い
思
い
に
制

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
23
名
）

秋
季
テ
ー
マ
展
関
連
企
画

「
触
っ
て
み
る
鑑
賞
会
＆
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

�

開
催
日
：
9
月
13
日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
：
高
森
絢
子
さ
ん
（
陶
芸
家
）

展
覧
会
「
中
川
一
政
の
陶
芸
―
茶
道
具
の
魅
力
―
」

に
合
わ
せ
て
、
中
川
一
政
の
陶
芸
作
品
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
鑑
賞
会
と
、
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。

ま
ず
は
美
術
館
で
展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
後
、
展
示
中

の
茶
碗
を
ケ
ー
ス
か
ら
出
し
、
参
加
者
が
一
人
ず
つ
実

際
に
触
る
こ
と
の
で
き
る
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
越
し
で
は
わ
か
ら
な
い
重
量
感
や
細
部
の
造
り
な
ど

を
じ
っ
く
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

続
い
て
市
民
工
房
う
る
わ
し
に
移
動
し
、
茶
の
器
づ

く
り
に
挑
戦
。
茶
碗
や
銘
々
皿
な
ど
好
き
な
も
の
を
、

講
師
の
先
生
に
教
わ
り
な

が
ら
自
由
に
作
り
、
陶
芸

に
親
し
む
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
作
品

は
、
後
日
美
術
館
別
館
で

展
示
し
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
18
名
）

令
和
7（
2
0
2
5
）年
度 

レ
ポ
ー
ト

◇
企
画
展

春
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政　
画え

と
額
縁 

―
響
き
合
う
デ
ザ
イ
ン
―
」

会
期
：
3
月
4
日
～
6
月
1
日

中
川
一
政
は
80
歳
代
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
画
を
取
り

囲
む
額
縁
も
自
ら
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

身
の
画
が
、
既
製
の
額
縁
で
は
納
ま
り
き
ら
な
く
な
っ

た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
し
た
。

「
薔
薇
」
や
「
向
日
葵
」
な
ど
油
彩
画
の
額
縁
に
は
、

木
製
の
フ
レ
ー
ム
に
色
を
付
け
た
り
、
線
を
描
い
た
り

し
た
も
の
、
ま
た
彫
り
を
施
し
た
も
の
や
、
文
字
を
書

い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
本
画
の
額
装
で
は
、

画
と
額
縁
の
間
に
あ
て
る
マ
ッ
ト
に
、
彩
色
や
線
描
、

ま
た
文
様
を
か
た
ど
っ
た
自
作
の
印
を
押
し
連
ね
た
も

の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
見
奇
抜
に
感
じ
ら
れ
る
額
縁
も
、
画
と
合
せ
て
見

て
い
る
と
、
絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
互
い
を
引
き
立
て
、

響
き
合
う
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

本
展
で
は
、
自

作
の
額
縁
が
用
い

ら
れ
て
い
る
作
品

を
中
心
に
展
観
す

る
と
と
も
に
、
デ

ザ
イ
ン
感
覚
が
い

か
さ
れ
た
本
の
装

丁
に
も
注
目
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。

夏
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政　
画え

を
か
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と

�

―
〈
向
日
葵
〉
を
中
心
に
―
」

会
期
：
6
月
4
日
～
8
月
31
日

中
川
一
政
は
、
独
自
の
画
法
を
模
索
し
な
が
ら
97
歳

ま
で
描
き
続
け
、
ま
さ
に
「
画
を
か
く
こ
と
は
生
き
る

こ
と
」
を
体
現
し
た
人
で
し
た
。

上
手
下
手
と
い
う
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

形
が
整
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
「
呼
吸
を
し
て
い
る

画
」
を
描
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
た
彼
の
画
か

ら
は
、
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

一
政
が
晩
年
ま
で
好
ん
で
モ
チ
ー
フ
と
し
た
向
日
葵

は
、
彼
の
ア
ト
リ
エ
の
庭
に
数
多
く
植
え
ら
れ
、
そ
の

花
が
咲
き
誇
る
限
ら
れ
た
時
節
に
は
、
来
客
を
拒
ん
で

懸
命
に
描
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

〈
向
日
葵
〉
の
画
か
ら
は
、
彼
の
「
か
き
た
い
」
と
い

う
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

本
展
で
は
、
向
日
葵
の
油
彩
画
を
中
心
に
公
開
し
、

一
政
の
生
き
る
原
動
力
と
な
っ
た
制
作
へ
の
情
熱
を
紹

介
し
ま
し
た
。

秋
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
陶
芸 

―
茶
道
具
の
魅
力
―
」

会
期
：
9
月
6
日
～
11
月
30
日

中
川
一
政
は
、
絵
画
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
書
や
陶

芸
、
文
芸
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
創
作
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
陶
芸
は
70
歳
代
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
の
仕
事

で
す
。

陶
印
制
作
か
ら
始
ま
っ
た
陶
芸
は
、
茶
碗
や
陶
板

画
、
そ
し
て
茶
陶
へ
と
広
が
り
を
見
せ
ま
す
。
茶
道
具

を
作
る
う
ち
に
、
次
第
に
「
お
茶
」
へ
の
興
味
が
高
じ

て
、
90
歳
代
に
は
幾
度
も
茶
事
を
催
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
床
の
間
に
自
作
の
書
画
を
掛
け
、
自
身
の
制
作

し
た
茶
道
具
を
用
い
て
人
を
も
て
な
し
、
自
ら
も
愉
し

ん
だ
の
で
す
。
制
作
は
、
茶
碗
だ
け
で
な
く
、
花
入
や

水
指
、
茶
入
、
そ
し
て
風ふ

炉ろ

や
釜
に
ま
で
及
び
ま
す
。

い
ず
れ
も
雄
々
し
く
、
と
き
に
型
破
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
に
一
政
が
希
求
し
た
稽
古
事
と
は
一
線
を
画

す
「
婆ば

沙さ

羅ら

の
茶
」
へ
の
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

本
展
で
は
、
絵
画
や
書
作
品
と
併
せ
て
、
こ
う
し
た

茶
道
具
を
中
心
に
展
観
し
、
と
ら
わ
れ
の
な
い
境
地
で

遊
ぶ
が
如
く
の
中
川
一
政
の
陶
芸
の
世
界
を
紹
介
し
ま

し
た
。

「
鹿
ノ
子
百
合
」
1
9
8
7
年

「
向
日
葵
」
1
9
8
7
年

上
：
「
唐
津
皮
鯨
茶
碗
－
久
方
－
」 

1
9
8
3
年
頃

下
：
「
も
の
の
ふ
の
釜
」　
1
9
8
9
年

�「
駒
ヶ
岳
」1
9
7
5
年

上
段
右
：
触
っ
て
み
る
鑑
賞
会
の
様
子
／
下
段
：
別
館
で
の
作
品
展
の
様
子

上
段
左
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

二三 松任中川一政記念美術館 館報 第34号／令和7（2025）年度松任中川一政記念美術館 館報 第34号／令和7（2025）年度



0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ー
ト
」

開
催
日
：
10
月
19
・
20
日

乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
家

族
を
対
象
と
す
る
鑑
賞
会
で
は
、
冨
田
め
ぐ
み
さ
ん

（
N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会

代
表
理
事
）
を
講
師
に
迎
え
、
ア
ー
ト
を
通
じ
た
家
族

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
提
供
。「
陶
芸
」
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
た
展
覧
会
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
展
示
室
で
の
鑑
賞
会
の
前
に
、
中
川
一
政
の

陶
芸
作
品
に
触
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。「
ざ
ら
ざ
ら

し
て
る
ね
」「
何
が
描
い
て
あ
る
か
な
」
な
ど
、
家
族

で
会
話
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
展
示
室
で
は
薔

薇
の
作
品
を
観
て
、
花
の
線
の
部
分
が「
迷
路
み
た
い
」

と
教
え
て
く
れ
る
子
や
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の
作
品

と
出
会
い
、
ず
っ
と
見
つ
め
る
子
も
。　
　

0
歳
5
か
月
か
ら
小
学
2
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち

と
、
そ
の
家
族
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年
齢
に
応
じ

て
楽
し
む
鑑
賞
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
参
加
者
：
17
組
48
名
）

 

鑑
賞
会
の
様
子

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

開
催
日
：
献
花
台
設
置

令
和
8
年
2
月
5
日

�

～
15
日

美
術
館
句
会

�

～
俳
人
・
大
高
翔
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
～
（
7
日
）

　

俳
人
・
大
高
翔
さ
ん

（「
藍
花
」
主
宰
）
を
講
師
に

俳
句
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
館
内
の
中
川
一
政
作

品
や
愛
蔵
品
を
鑑
賞
し
て

詠
ん
だ
俳
句
を
、
互
い
に

選
句
し
、
発
表
。
最
後
に

講
師
が
講
評
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
初
心
者
か
ら

リ
ピ
ー
タ
ー
ま
で
幅
広
い

方
が
参
加
し
、
様
々
な
視

点
か
ら
句
作
を
楽
し
み
ま

し
た
。

（
参
加
者
：
17
名
）

【
高
得
点
句
　
五
句
】

後
向
く
ま
え
向
く
薔
薇
も
を
か
し
け
り　
　

育
子

立
春
や
千
里
を
駆
け
る
馬
と
合
ふ　
　
　
　

春
美

今
日
の
い
ま
散
る
ま
で
知
ら
ぬ
雪
椿　
　
　

純
一

異
次
元
に
赤
く
咲
き
た
る
冬
椿　
　
　
　
　

茂
樹

向
日
葵
は
挨
拶
上
手
私
へ
も　
　
　
　
　
　

久
美
子

よ
く
笑
ふ
山
吾
を
励
ま
し
生
か
し
む
る　
　

 

翔

中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
（
14
日
）

中
川
一
政
の
誕
生
日
当
日
に
、
丸
山
萌
音
揮
さ
ん（
ヴ
ィ

オ
ラ
）
と
岩
谷
弦
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
を
迎
え
、
館
内

館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
は
「
直
感
、
情
熱
、

生
命
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
川

と
同
時
代
を
生
き
た
音
楽
家

や
生
前
に
好
ん
だ
バ
ッ
ハ
な

ど
、
全
7
曲
が
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。
来
場
者
は
作
品
と
音

楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
中
川

に
思
い
を
馳
せ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

（
来
場
者
：
72
名
）

◇
学
校
等
連
携
事
業　

対
話
型
鑑
賞
受
け
入
れ

市
立
松
任
小
学
校　
　

6
年
生
93
名�

5
月
20
・
21
・
23
日

市
立
東
明
小
学
校　
　

6
年
生
1
0
0
名�

7
月
2
・
3
日

市
立
北
陽
小
学
校　
　

2
年
生
74
名�

10
月
22
日

は
く
さ
ん
ひ
か
り
園　

5
歳
児
26
名�

 

11
月
28
日

認
定
こ
ど
も
園
恵
愛　

4
歳
児
40
名�

2
月
4
日

鑑
賞
授
業
受
け
入
れ

金
城
大
学
短
期
大
学
部
美
術
学
科　

62
名�

5
月
16
日

◇
連
携
企
画

ス
ギ
ナ
ミ
・
ウ
ェ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

公
開
中

月
刊
絵
手
紙
2
0
2
6
年
1
月
号

特
集
「
中
川
一
政　
自
分
の
滋
養
を
探
す
」
掲
載

◇
新
収
蔵
資
料

�

（
令
和
7
年
3
月
～
令
和
8
年
2
月
収
蔵
分
）

〈 

中
川
一
政
作
品 

〉

墨
彩
画
賛
「
船
上
看
山
図
」
1
9
3
9
年

�

（
中
川
達
郎
氏
寄
贈
）

〈 

図
書
資
料 

〉

与
謝
野
晶
子
選
歌
集
『
白
光
』

1
9
0
8
年　

新
潮
社
／
一
政
歌
収
録
（
購
入
）

研
究
余
禄
―
新
収
蔵
品
よ
り
―

墨
彩
画
賛
「
船
上
看
山
図
」

1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
作 

軸

装
／
本
紙
25
・
5
×
34
・
8
㎝
、

外
寸
89
・
5
×
45
・
4
㎝
）

中
川
一
政
46
歳
の
作
。
本

紙
左
下
に
は
「
一
政
写
（
一

政
印
）
船
上
看
山
如
走
馬
」

と
あ
り
、
蘇そ

軾し
ょ
く

（
北
宋
の
政

治
家
、
画
家
）
の
七
言
律
詩

「
江
上
看
山
（
江
上
に
山
を
看

る
）」
の
初
句
「
船
上
看
山
如
走
馬
（
船

上 

山
を
看
れ
ば
走
馬
の
如
く
）」
か
ら

着
想
し
た
画
賛
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
軸
装
を
収
め
る
箱
が
附
属
し
、
そ

こ
に
は
一
政
と
は
別
の
筆
で
「
昭
和

十
四
年
春
」
と
あ
る
。
昭
和
14
年
の
3

月
、
46
歳
の
一
政
は
鹿
島
龍
蔵
（
鹿
島

建
設
2
代
目
・
岩
蔵
の
息
子
）
と
自
身

初
の
中
国
旅
行
を
果
た
し
、
各
地
を
巡
遊
し
て
い
る
。
本

作
の
制
作
時
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
長
江
急
流
域
に
広

が
る
情
景
や
、
そ
の
遠
景
の
折
り
重
な
る
よ
う
な
山
々
は
、

あ
る
い
は
一
政
が
実
際
に
目
に
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
作
は
、
早
い
筆
遣
い
な
が
ら
、「
走
馬
の
如
く
」
過
ぎ

去
る
長
江
両
岸
の
景
色
が
素
早
く
描
き
留
め
ら
れ
た
画
が
、

漢
詩
の
世
界
と
渾
然
一
体
と
な
り
、
臨
場
感
と
豊
か
な
詩

情
を
感
じ
さ
せ
る
佳
作
で
あ
る
。
同
時
に
、
中
川
一
政
の

戦
前
作
、
画
業
中
期
の
作
と
し
て
も
稀
少
性
が
高
い
と
言

え
よ
う
。

与
謝
野
晶
子
選
歌
集
『
白
光
』

1
9
0
8
（
明
治
41
）
年
6

月
1
日
発
行　

新
潮
社
／
四
六
判

／
1
9
9
頁
／
序
歌
5
首
と
選
歌

9
9
1
首
収
録
、
う
ち
一
政
歌
3
首

（
た
だ
し
、
重
複
掲
載
歌
あ
り
）

城
の
も
と
月
光
ほ
の
に
さ
す
時
を
髑ど

く

髏ろ

の
散
る
と
見
る
黒
き
海

砂す
な

染じ

め
る
街
の
柳
に
遠
火
事
の
光
に
ほ
ひ
ぬ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
霧
※

（
※
別
頁
に
「
砂
染
め
る
街
の
柳
に
遠
火
事
の
光
に
ほ
ひ
ぬ
ゆ
ふ
ぐ

れ
の
霧
」
が
載
る
が
2
首
目
と
同
一
歌
と
み
な
す
。）

10
代
か
ら
万
葉
集
に
親
し
み
、
歌
作
も
始
め
た
中
川
一
政

は
、
旧
制
錦
城
中
学
校
（
東
京
・
神
田
錦
町
）
時
代
に
新
聞

や
雑
誌
に
歌
を
投
稿
し
た
。
そ
う
し
て
発
表
さ
れ
た
歌
が
与

謝
野
晶
子
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。
本
書
は
同
じ
晶
子
に
よ
る
選
歌
集『
黒
髪
』（
1
9
0
7

年
）に
続
き
、
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

選
集
さ
れ
た
歌
は
概
ね
1
9
0
7
年
か
ら
8
年
に
か
け
て
発

表
さ
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
政
が
自
作
の
随
想
と

歌
を
ま
と
め
た
『
断
片
』（
1
9
1
0
年
）
に
は
、
7
年
か
ら

10
年
ま
で
の
歌
3
0
9
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に

掲
出
歌
と
ほ
ぼ
同
じ
2
首
が
あ
る
。「
1
9
0
7
年
」
と
制
作

年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
政
14
歳
の
時
の
作
と
な

る
。た

だ
し
、『
断
片
』
収
録
の
「
砂
染
め
る
」
は
推
敲
が
行
わ

れ
下
句
は
〈
焔
ま
よ
ひ
ぬ
秋
の
夕
ぐ
れ
〉
と
改
稿
さ
れ
て
い
る
。

『
白
光
』
収
録
時
の
〈
光
に
ほ
ひ
ぬ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
霧
〉
の
万
葉

調
の
表
現
か
ら
の
変
化
が
見
て
と
れ
る
。『
断
片
』
の
中
で
、
一

政
が
1
9
0
9
年
が
自
身
の
歌
の
転
換
期
で
あ
っ
た
と
述
懐
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
10
代
後
半
に
迎
え
た
歌
人
と
し

て
深
化
の
跡
と
い
え
よ
う
。

余
談
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
「
大
貫
か
の
子
」
の
歌
も
確

認
で
き
る
。
歌
人
・
岡
本
か
の
子
の
旧
姓
で
あ
り
、
当
時
気

鋭
の
歌
人
の
一
人
と
し
て
『
明
星
』
や
『
ス
バ
ル
』
に
歌
を
発

表
し
て
い
た
。
こ
の
後
一
政
は
、
か
の
子
を
通
し
て
岡
本
一
平

に
出
会
う
こ
と
と
な
る
こ
と
を
思
う
と
興
味
深
い
。

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
改
修
計
画

令
和
8
年
秋
に
開
館
40
周
年

を
迎
え
る
当
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
改
修
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
8
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
9
年
度
中
に
着
工
す

る
予
定
で
す
。
工
事
に
伴
う
休

館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
改
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

8
年
度
は
通
常
通
り
開
館
し

ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
島
県
・
筆
の
里
工
房
「
筆
を
手
に
」

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
所
蔵
作
品
展

会
期
：
令
和
8
年
3
月
20
日
～
5
月
10
日

熊
野
筆
で
知
ら
れ
る
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
の
「
筆
の

里
工
房
」
に
て
、
中
川
一
政
の
展

覧
会
が
開
催
さ
れ
、
当
館
か
ら

62
点
を
出
品
し
ま
す
。
一
政
の
愛

用
道
具
の
一
つ
に
熊
野
筆
が
あ
っ

た
縁
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
一
政

の
魅
力
に
触
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
主
催
者

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
メ
ー
ジ
図

（�

株
式
会
社
オ
ン
デ
ザ
イ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
提
供
）

展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
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会
期
：
令
和
8
年
1
月
15
日
～
1
月
25
日

会
場
：
市
民
工
房
う
る
わ
し

昨
年
の
第
30
回
の
節
目
に
改
称
を
行
っ
た
絵

画
公
募
展
に
、
今
年
度
は
石
川
県
内
の
小
・
中

学
生
か
ら
6
4
5
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。表

彰
式
は
、
1
月
17
日
に
松
任
学
習
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
※
学
年
は
当
時
、
敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞

小
学
生
低
学
年
の
部

白
山
市
立
松
任
小
学
校
3
年　
　

河
上　

希
紀

小
学
生
高
学
年
の
部

金
沢
市
立
緑
小
学
校
5
年　
　
　

池
田
紗
由
稀

中
学
生
の
部

白
山
市
立
北
星
中
学
校
3
年　
　

清
水　

悠
那

▽
テ
ー
マ
賞

花
・
風
景
画
賞

白
山
市
立
松
南
小
学
校
5
年　
　

濱
東　

初
夏

動
物
の
画
賞

白
山
市
立
松
南
小
学
校
1
年　
　

榊
原　

円
葉

▽
優
秀
賞

金
沢
市
立
西
小
学
校
2
年　
　
　

宮
腰
万
有
花

能
美
市
立
浜
小
学
校
2
年　
　
　

東
出　

結
月

金
沢
市
立
小
坂
小
学
校
4
年　
　

北
本　

礼
子

金
沢
市
立
小
坂
小
学
校
4
年　
　

古
田　

旭

金
沢
市
立
緑
小
学
校
4
年　
　
　

高
田　

和
果

加
賀
市
立
東
和
中
学
校
1
年　
　

大
池　

優
心

白
山
市
立
光
野
中
学
校
2
年　
　

花
村　

和
奏

白
山
市
立
鶴
来
中
学
校
2
年　
　

田
中　

美
優

金
沢
大
学
附
属
中
学
校
3
年　
　

水
上
こ
は
る

▽
優
秀
校

白
山
市
立
松
任
小
学
校

白
山
市
立
白
嶺
小
学
校

金
沢
市
立
小
坂
小
学
校

白
山
市
立
北
星
中
学
校

内
灘
町
立
内
灘
中
学
校

▽
奨
励
賞

小
学
生　
川
本 

く
ら
ら
／
西
山 
世
莉
／
和
田 

陽
菜
／
綿
川 

陸
人
／
村
本 

紗
弥
／
朝
井 
美
織

／
大
池 

愛
梨
／
髙
木 

翔（
以
上
1
年
）／
北
本 

真
史
／
谷 

桜
輔（
以
上
2
年
）／
川
原 

志
月
／

松
本 

心
葉（
以
上
3
年
）／
多
川 

詩
乃
／
中
田 

祥
都
／
中
西 

奏
太
／
木
谷 

吉
宏
／
上
濱 

丈

（
以
上
4
年
）／
常
少 

凜
音
／
若
杉 

竣
介
／
南

井 

穂
乃
花（
以
上
5
年
）／
吉
川 

稀
子
／
山
瀬 

優
詠
／
山
下 

航（
以
上
6
年
）

中
学
生　
吉
田 

紗
蘭
／
中
村 

葉
音
／
本
川 

颯

馬
／
金
本 

英
大
／
高
尻 

結
／
本 

彩
愛
／
木
場 

瑛（
以
上
1
年
）／
南
部 

結
菜
／
坂
井 

海
壬
／

竹
下 

瑠
香
／
細
川 

美
結
／
高
井 

結
衣
／
澤
野

井 

愛
菜（
以
上
2
年
）榎
戸 

里
亜
／
矢
木 

里

奈
／
辰
川 

茜
／
中
井 

彩
希
子
／
北
野 

那
奈
／

井
上 

久
留
美（
以
上
3
年
）

・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・
＊
・
・
・

第 31 回展の様子（市民工房うるわし）

▼
上
位
入
賞
作
品
を
、
制
作
時
の
想
い
等
を

綴
っ
た
作
文
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

最
優
秀
賞  

小
学
生
低
学
年
の
部

「
夏
の
か
が
や
く
ひ
ま
わ
り
」

松
任
小
学
校
3
年　

河
上　

希
紀

ひ
ま
わ
り
の
絵
を
か
い

た
と
き
、
み
て
く
れ
た
人

が
あ
か
る
い
き
も
ち
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
か
き
ま
し
た
。

下
書
き
に
そ
っ
て
絵
の
具
で
か
く
の
が
む
ず

か
し
く
、
は
な
び
ら
の
先
っ
ぽ
が
と
ん
が
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
気
を
つ
か
い
ま
し
た
。
ま
ん
な

か
の
く
ろ
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
も
上
手
に
か
く
の
が

む
ず
か
し
く
て
、
何
回
も
か
さ
ね
ぬ
り
を
し
て

工
夫
を
し
ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
の
形
も
む
ず
か
し

く
て
、
お
手
本
を
見
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し

た
。か

き
あ
げ
た
と
き
、
ひ
ま
わ
り
が
本
当
に
そ

こ
に
あ
る
み
た
い
に
み
え
て
、
と
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
さ
い
ゆ
う

し
ゅ
う
し
ょ
う
を
と
れ
た
と
き
い
た
と
き
は
、

び
っ
く
り
し
た
け
れ
ど
、
自
分
の
が
ん
ば
り
が

み
と
め
ら
れ
た
よ
う
で
心
が
ぽ
か
ぽ
か
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
た
人
が
え
が
お
に
な
る

よ
う
な
絵
を
か
い
て
い
き
た
い
で
す
。

第
31
回
中
川
一
政
記
念

�

絵
画
公
募
展

表彰式（松任学習センター）

「夏のかがやくひまわり」

最
優
秀
賞  

小
学
生
高
学
年
の
部
　

「
の
と
の
魚
た
ち
」緑

小
学
校
5
年　

池
田
紗
由
稀

能
登
半
島
地
し
ん
が
お

き
る
前
に
家
族
で
行
っ
た

の
と
じ
ま
水
族
館
の
魚
た

ち
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、

能
登
の
美
し
い
風
景
を
思
い
う
か
べ
な
が
ら
こ

の
絵
を
か
き
ま
し
た
。

水
族
館
の
水
そ
う
を
見
た
と
き
、
と
て
も
美

し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。

小
さ
な
魚
や
お
く
に
い
て
ぼ
や
け
て
見
え
る

魚
な
ど
、
も
よ
う
を
か
く
の
が
大
変
で
し
た
。

け
れ
ど
、
こ
ま
か
く
か
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。
魚
一
ぴ
き
一
ぴ
き
の
大
き
さ

の
ち
が
い
を
水
そ
う
の
中
を
お
よ
ぐ
魚
で
表
現

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

能
登
半
島
地
し
ん
の
お
き
た
日
は
私
の
た

ん
生
日
で
し
た
。
た
ん
生
日
と
お
正
月
で
わ
く

わ
く
し
て
い
た
気
持
ち
が
、
こ
わ
さ
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
1
月
1
日
が
く
る

と
こ
わ
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
家
族
旅
行
で
行
っ
た
能
登
で
の
楽
し

い
思
い
出
や
き
れ
い
な
海
や
山
の
風
景
を
思
い

出
す
と
少
し
こ
わ
さ
が
う
す
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
絵
を
見
た
人
た
ち
が
能
登
の
楽
し
い
思

い
出
や
美
し
い
風
景
を
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

最
優
秀
賞
　
中
学
生
の
部
　

「
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
」

北
星
中
学
校
3
年　

清
水　

悠
那

メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
は
、
世

界
各
地
で
幽
霊
や
死
の
象

徴
と
い
っ
た
不
吉
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
農
作
物

に
害
を
及
ぼ
す
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
る
こ
と
か

ら
、
知
恵
や
幸
運
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
二
面
性
に
惹
か

れ
、
人
々
に
幸
運
を
運
び
た
い
と
い
う
想
い
を

込
め
て
、
こ
の
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
工
夫

し
た
点
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
今
に
も
飛
び
立
ち
そ
う
な
姿
を

描
く
こ
と
で
、
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
が
持
つ
力
強
さ

や
躍
動
感
を
表
現
し
た
点
で
す
。

二
つ
目
は
、
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
の
シ
ル
エ
ッ
ト

を
薄
い
白
色
で
縁
取
り
、
背
景
と
同
化
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
見
る
人
の
視
線
が
自
然

と
主
役
に
向
か
う
よ
う
工
夫
し
た
点
で
す
。

こ
の
作
品
を
通
し
て
、
見
る
人
そ
れ
ぞ
れ
が

メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
に
新
た
な
印
象
を
持
ち
、
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

テ
ー
マ
賞
　
花
・
風
景
画
賞

「
初
夏
」

松
南
小
学
校
5
年  

濱
東　

初
夏 

私
が
こ
の
絵
を
か
く
時

に
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、

三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
山
の
凹
凸

感
で
す
。
山
は
、
見
え
る
場
所
に
よ
っ
て
色
の

濃
さ
が
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

鉛
筆
の
濃
さ
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
か
く
む
き
で
す
。
木
や
山
を
か

く
と
き
、
む
き
を
そ
ろ
え
な
い
と
不
自
然
な
木

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
工
夫
し
て
か
き
ま
し

た
。三

つ
目
は
、
色
の
使
い
方
で
す
。
花
と
葉
だ

け
を
鉛
筆
で
色
を
ぬ
り
ま
し
た
。
手
前
は
濃

く
、
お
く
は
う
す
く
し
ま
し
た
。
花
は
、
黄
色

か
ら
オ
レ
ン
ジ
の
色
を
ぬ
り
か
さ
ね
て
工
夫
し

ま
し
た
。
花
を
目
立
た
せ
た
く
て
、
花
の
ま
わ

り
は
、
黄
緑
色
や
灰
色
、
黒
に
し
ま
し
た
。
全

て
鉛
筆
で
か
い
て
目
立
た
せ
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
絵
を
か
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
大

変
で
、
と
て
も
か
い
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
こ
の
か
き
か
た
で
他
の
も
の
も

か
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
賞
　
動
物
の
画
賞

「
に
じ
い
ろ
の
た
こ
」

松
南
小
学
校
1
年  

榊
原　

円
葉

わ
た
し
は
、
に
じ
い
ろ

の
た
こ
の
え
を
か
き
ま
し

た
。
た
こ
の
あ
し
に
は
、

あ
か
い「
て
ん
て
ん
」を

か
い
て
、
き
ゅ
う
ば
ん
ら
し
く
し
ま
し
た
。
う

み
は
、
た
だ
の「
あ
お
」だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な

い
と
お
も
っ
て
、
し
ろ
や
む
ら
さ
き
の
え
の
ぐ

も
つ
か
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
う
み
が
な

が
れ
て
い
る
み
た
い
に
な
り
ま
し
た
。「
な
み
」

や「
す
な
は
ま
」は
、
ひ
か
っ
て
い
る
よ
う
に

し
た
か
っ
た
の
で
、
え
の
ぐ
を
と
ば
し
て
か
き

ま
し
た
。
き
ら
き
ら
し
て
き
れ
い
に
な
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
た
こ
の
目
は
、
い
き
い
き

し
て
み
え
る
よ
う
に
、
い
ろ
を
ま
ぜ
て
か
き
ま

し
た
。

こ
の
え
が
え
ら
ば
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
た
く
さ
ん
か
ん
が
え
て
か
い
て

よ
か
っ
た
で
す
。

「のとの魚たち」

「メンフクロウ」

「初夏」

「にじいろのたこ」
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後　
記

▼
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念
特
別
展

「
没
後
35
年　
中
川
一
政
展
」（
仮
称
）

会
期
：
9
月
5
日
（
土
）
～
11
月
29
日
（
日
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　
9
月
5
日（
土
）

記
念
講
演
会　
9
月
27
日（
日
）

講
師
：
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館
学
芸
員 

蔵
本
敬
大
氏

こ
の
ほ
か
、
会
期
中
に
美
術
館
句
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
チ
ラ
シ

や
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▼
企
画
展（
所
蔵
作
品
テ
ー
マ
展
）

�

前
期
テ
ー
マ
展

　「
中
川
一
政
の
薔
薇
　
描
く
悦
び
―
晩
年
作
を
中
心
に
―
」

会
期
：�

Ⅰ
期　

3
月
5
日
（
木
）
～
5
月
31
日
（
日
）

Ⅱ
期　

6
月
3
日
（
水
）
～
8
月
23
日
（
日
）

後
期
テ
ー
マ
展

　
「
中
川
一
政　
書
と
墨
蹟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

会
期
：
12
月
3
日
（
木
）
～
令
和
9
年
3
月
28
日
（
日
）

▼
第
32
回 

中
川
一
政
記
念
絵
画
公
募
展

対　
　

象
：
石
川
県
内
の
小
中
学
生

テ
ー
マ
：
自
由
（
花
・
風
景
・
動
物
・
家
族
な
ど
）

募
集
期
間
：
8
月
中
旬
～
11
月
15
日
（
日
）

作
品
展
：�

9
年
1
月
14
日
（
木
）
～
1
月
24
日
（
日
）

市
民
工
房
う
る
わ
し

表
彰
式
：
1
月
16
日（
土
）／
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
中
川
一
政
バ
ー
ス
デ
イ
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

献
花
台
設
置
期
間
：
令
和
9
年
2
月
5
日
～
14
日

バ
ー
ス
デ
イ
コ
ン
サ
ー
ト　
2
月
14
日（
日
）

▼
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

中
川
一
政
文
集
を
読
む

日
時
：�

6
月
20
日
（
土
）、
8
月
22
日
（
土
）、

10
月
17
日
（
土
）、
12
月
19
日
（
土
）、

9
年
2
月
20
日
（
土
）
11
時
～

令
和
8（
2
0
2
6
）年
度

�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

※�

都
合
に
よ
り
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

�

最
新
情
報
を
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
電
話
等
で
確
認
の�

う
え
来
館
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

夏
休
み
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
一
政
に
挑
戦
！
油
絵
体
験
」

日
時
：
7
月
25
日
（
土
）、
26
日
（
日
）
全
日

対
象
：
小
学
4
年
生
～
中
学
生
／
定
員
：
各
10
人
程
度

0
歳
か
ら
の
家
族
鑑
賞
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・ス
タ
ー
ト
」

日
時
：
10
月
18
日（
日
）午
後
、19
日（
月
・
休
館
日
）午
前

対
象
：
0
歳
か
ら
未
就
学
児
と
そ
の
家
族

講
師
：�

N
P
O
法
人
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
協
会

▼
対
話
型
鑑
賞
の
ス
ス
メ

未
就
学
児
か
ら
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
対
話
型
の
鑑

賞
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
解
説
を
聞
く
の
で
は
な

く
、
子
供
た
ち
の
主
体
的
な
発
言
と
対
話
か
ら
鑑
賞
を

深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

特
　
典　

�

入
館
料
フ
リ
ー
（
特
別
展
は
別
途
必
要
）、
企

画
展
ほ
か
各
種
催
し
案
内
、
別
館
喫
茶
室
優

待
、
館
報
の
送
付
等

年
会
費　
一
般　

1
0
0
0
円
、
高
校
生　

5
0
0
円

期
　
間　
令
和
8
年
4
月
～
令
和
9
年
3
月

※�

令
和
8
年
4
月
よ
り
、開
館
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分（
入
館
は
4
時
ま
で
）

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

及
び
年
末
年
始（
12
／
29
～
1
／
3
）

展
示
替
え
等
の
臨
時
休
館（
6
／
2
、

8
／
25
～
9
／
4
、12
／
1
～
2
）

入
館
料　

�

一　

般　

2
0
0（
1
0
0
）円

高
校
生　

1
0
0（
 
5
0
）円

※
特
別
展
は
別
途
設
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
の
方
と
そ
の
介
護
者
1
名
は
無
料
で
す
。

※
毎
月
第
3
日
曜
日（
家
庭
の
日
）は
、市
民
の
入
館
が
無
料
で
す
。

令
和
8
年
度 

友
の
会 

会
員
募
集

利
用
案
内

題
字
揮
毫　

中
川
一
政
（
提
供　

北
國
新
聞
社
）

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

館
報

独
行
道 

第
三
十
四
号

　

発
行　

２
０
２
６（
令
和
8
）年
３
月

　

編
集　

白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館

　
　
　
　

〒
924
―
0888　

石
川
県
白
山
市
旭
町
61
番
地
1

　
　
　
　

電
話
／
FAX　

0
7
6（
2
7
5
）7
5
3
2

8
倉光

博物館 松任城址公園

立体P P千代女の里
俳句館

［
交
通
ア
ク
セ
ス
の
ご
案
内
］

電　

車
：�

I
R
い
し
か
わ
鉄
道
松
任
駅

下
車（
南
口
）徒
歩
１
分

松
任
駅
へ
は
普
通
列
車
で
金
沢

駅
か
ら
約
10
分
、
小
松
駅
か
ら

約
20
分

東
京
方
面 

北
陸
新
幹
線
利
用 

約
２
時
間
30
分

大
阪
方
面 

特
急
サ
ン
ダ
ー

バ
ー
ド
・
北
陸
新
幹
線
利
用 

約

２
時
間
30
分

名
古
屋
方
面 

特
急
し
ら
さ
ぎ
・

北
陸
新
幹
線
利
用 

約
３
時
間

飛
行
機
：�

小
松
空
港
か
ら
車
で
松
任
方
面

へ
約
40
分

バ　

ス
：�

北
鉄
バ
ス
松
任
停
留
所
下
車
、

松
任
駅
方
向
へ
徒
歩
３
分

車　
　

：�

北
陸
自
動
車
道 

白
山
Ｉ
Ｃ
よ

り
白
山
市
街
・
松
任
駅
方
向
へ

約
10
分

駐
車
場
：
無
料
駐
車
場
８
台

「
薔
薇
挿
さ
む
マ
ジ
ョ
リ
カ
陶
器
騎
士
図
壺
」

N
H
K
全
国
俳
句
大
会
の
選
者
も
務
め
る
井
上
弘
美
さ
ん

（「
汀
」
俳
句
会
主
宰
）
が
昨
年
6
月
に
当
館
で
詠
ま
れ
た
句
で

す
。
白
山
市
は
俳
句
の
里
を
標
榜
し
て
お
り
、
美
術
館
の
近
く

に
あ
る
「
千
代
女
の
里
俳
句
館
」
は
、
俳
句
を
通
じ
た
交
流
の

場
と
し
て
市
内
外
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

土
地
柄
か
ら
、
俳
句
愛
好
家
や
俳
人
た
ち
も
時
折
当
館
を
訪
れ

ま
す
。

標
題
句
は
一
政
先
生
愛
用
の
壺
に
心
を
寄
せ
た
句
で
す
が
、

「
あ
あ
、
あ
の
小
さ
な
壺
ね
」
と
思
っ
た
方
は
か
な
り
の
通
で

す
！
大
高
翔
さ
ん
（「
藍
花
」
俳
句
会
主
宰
）
を
お
招
き
す
る

「
美
術
館
句
会
」
で
も
度
々
句
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

の
壺
。
一
政
先
生
が
蒐
集
初
期
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
ら
れ

た
逸
品
で
す
。
詩
文
を
と
お
し
て
詠
ま
れ
た
作
品
等
に
向
き
合

う
と
、
ま
た
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
Ｔ
）

八


